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マ
サ
カ
の
年 

 

申
年
は
騒
が
し
い
変
化
の
年
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
当
に
こ
の
一
年
は
驚
く
事
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。 

世
界
の
予
想
を
覆
し
、
マ
サ
カ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
誕
生
し
よ
う
と
は
・
・
・
世
界
中
が
ビ
ッ
ク
リ

し
て
い
ま
す
。
T

P

P
は
じ
め
今
後
の
日
本
の
在

り
か
た
に
良
い
に
つ
け
悪
い
に
つ
け
、
影
響
が
あ
る

こ
と
は
確
実
で
す
。 

今
年
六
月
の
イ
ギ
リ
ス
の
E

U
離
脱
も
マ
サ
カ

の
先
駆
け
で
し
た
。
世
界
経
済
の
流
れ
が
変
化
し
て

い
る
事
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
I

S

の
存
在
も
根
が
深
く
、
人
間
の
醜
い
戦
い
が
続
い
て

い
ま
す
。
な
ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
？ 

何
よ
り
、
沼
津
に
と
っ
て
の
マ
サ
カ
は
市
長
選
に

よ
り
現
職
が
大
差
で
負
け
た
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
も

ビ
ッ
ク
リ
仰
天
の
一
コ
マ
で
し
た
。
沼
津
を
何
と
か

変
え
た
い
市
民
の
声
の
表
れ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
新
市
長
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

身
近
な
お
寺
の
マ
サ
カ
を
考
え
る
と
私
の
寺
だ

け
の
話
で
な
く
、
全
国
的
な
様
子
か
ら
し
て
、
葬
儀 

  の
形
態
や
墓
地
の
事
情
、
お
寺
に
対
す
る
思
い
等 

つ
く
づ
く
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

こ
れ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
理
由
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
が
、
世
界
経
済
の
様
相
、
日
本
の
世
界
の
中
で
の

有
り
方
、
社
会
全
体
の
流
れ
、
少
子
高
齢
化
社
会
、

未
婚
者
の
増
加
、
格
差
社
会
、
家
族
構
成
、
女
性
の

社
会
進
出
、
ネ
ッ
ト
情
報
蔓
延
社
会
の
中
で
、
時
代

の
変
化
を
感
じ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

仏
教
で
い
う
諸
行
無
常
は
あ
た
り
ま
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
お
寺
も
時
代
を
直
視
し
、
変
え
て
は

な
ら
な
い
事
は
守
り
、
時
代
の
要
望
に
合
わ
せ
て
、

変
え
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
変
え
る
勇
気
が
必
要
だ

と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。 

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
も
終
盤
に
な
り
ま
し
た
。 

田
舎
の
弱
小
な
真
田
家
を
、
自
分
を
見
失
わ
ず
、

生
き
残
り
を
図
る
生
き
様
は
、
時
代
こ
そ
違
え
、
本

当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
の
経
済
社
会
で
も

同
じ
よ
う
な
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

大
義
を
守
り
、
自
分
を
失
わ
な
い
こ
こ
ろ
は
日
本

人
の
持
つ
、
他
国
に
な
い
す
ば
ら
し
い
精
神
性
だ
と

思
い
ま
す
。 

来
年
は
酉
年
で
す
。
私
も
六
回
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

こ
こ
ろ
か
ら
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 
 
 

 
 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 
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じぞう寄席 11/23 古今亭菊之丞師匠 

次回２月 25日開催 

やすらぎ大学 11/15養雲寺 青野溥芳師 

12月 20日 １月 17日 龍音寺 舘隆志師予定 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

 

十
二
月 

○
田
中
家
ご
法
事 

 
 
 
  

3
日 

○
北
道
家
ご
法
事 

○
小
瀬
家
ご
法
事 

 

4
日 

○
荻
津
家
ご
法
事 

 
 

○
鈴
木
家
ご
法
事 

 
9
日 

○
杉
山
家
ご
法
事 

 
10
日 

○
齋
藤
家
ご
法
事 

 
 

○
渡
邉
家
ご
法
事 

 
 

○
加
藤
家
ご
法
事 

 
 

○
荻
島
家
ご
法
事 

 

11
日 

○
浅
場
家
ご
法
事 

 
 

○
前
田
家
ご
法
事 

 
 

○
地
蔵
講 

 

20
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
戸
田
家
ご
法
事 

 

23
日 

○
藤
山
家
ご
法
事 

 

24
日 

○
三
明
寺
餅
つ
き 

 

25
日 

○
戸
村
家
ご
法
事 

 

27
日 

○
大
晦
日
・
除
夜
の
鐘 

31
日 

 

一
月 

○
元
旦
初
祈
祷 

 

1
日 

○
年
頭
挨
拶
回
り 

 
 

1
～
4
日 

○
道
了
講
・
は
し
ご
の
り 

6
日

○
名
取
家
ご
法
事 

 

15
日 

○
地
蔵
講 
 

17
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

 
 
 
 

 

○
長
瀬
家
ご
法
事 

 

22
日 

○
渡
辺
家
ご
法
事 

 

24
日 

○
大
般
若
節
分
会 

 

29
日 

 

二
月 

○
道
了
講 

 

7
日 

○
原
田
家
ご
法
事 

 

9
日 

○
間
部
家
ご
法
事 

 

11
日 

○
相
沢
家
ご
法
事 

 

12
日 

○
地
蔵
講 

 

21
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
じ
ぞ
う
寄
席(

114
回) 

26
日 

 

【
住
職･

寺
族
】 

 

十
二
月 

○
曹
洞
宗
托
鉢 

 

2
日 

○
興
禅
寺
本
葬 

 

13
日 

 
 

○
沼
津
市
仏
教
会
托
鉢 

20
日 

一
月 

〇
本
山
拝
登 

 
 
 

19
～
20
日 

○
寺
族
研
修 

 
 
 

31
～
2
日 

二
月 

○
霊
山
寺
大
般
若 

 

3
日 

○
龍
吟
講 

 

6
日 

○
大
通
寺
大
般
若 

 

11
日 

○
宗
務
所
々
会
⑤ 

 

16
日 

○
市
仏
婦
総
会 

○
辻
説
法
の
会 
三
明
寺
法
話 

 
 
 

三
島
市 

茶
房 
欅 

17
日 

18
時 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 
6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 
19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

第
三
火
曜
日 

13
時
30
分 

 

【
住
職
ラ
ジ
オ
法
話
】 

 

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

○
コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

毎
週
月
曜
朝
7
時
15
分 

 

【
お
知
ら
せ
】 

 

□
終
活
セ
ミ
ナ
ー
開
講
！ 

終
活
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

終
活
と
は
今
後
を
よ
り
良
く
生
き
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
を
相
談
し
考
え
る
こ
と
で
す
。
毎
月
第
一
土
曜
日

午
後
二
時
よ
り
行
い
ま
す
。
遠
慮
な
く
お
い
で
下
さ
い
。 

□
や
す
ら
ぎ
大
学
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！ 

写
経
会
・
ご
詠
歌
講
・
法
話
の
会
（
や
す
ら
ぎ
大
学
）
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

 【
後
記
】 

 

ア
ニ
メ
の
聖
地
巡
礼
が
若
い
人
達
の
間
で
流
行
っ
て
い

る
と
か
。
映
画 

君
の
名
は 

は
有
名
で
す
が
、
沼
津
の
内
浦

地
区
も
多
く
の
フ
ァ
ン
が
来
て
い
る
よ
う
で
す
。
お
寺
も
ポ

ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
で
寄
る
人
が
増
え
ま
し
た
。 

        

 

  

 

堪忍（かんにん）袋 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日 

第
六
十
一
号

発

行 

曹
洞
宗 

剛
嶽
山 

三 

明 

禅 

寺 

編

集  

大

嶽

正

泰 

住

所 

沼
津
市
大
岡
字
三
明
寺
四
○
五
一

電

話 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル info@sanmyouji.com

 

 

写真：可睡斎梅花のつどいにて 

 東司(お手洗い)は文化財 

 精進料理 朝はおかゆ  

      カレーもありました 
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本山研修 総持寺 富岡製糸場 

印章供養祭 10/2 朗読講演｢真田丸｣ 11/26 

ライオンズクラブＹＣＥ生 

オーストラリアから高校生ペイジさん来沼 

門池中で生徒と交流し 授業参加 

三島の東部美容専門学校で授業と美容体験 

三明寺では プチ写仏と匂袋を作りました 
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宗務所檀信徒大会  9/13 

 

 

 

 

東京より美容関係の会社研修 9/17

 

 

 

 会社研修 9/17 

 

秋彼岸の供養会 9/19 

 

写経会の皆さんと成道会(お釈迦様が 

お悟りになった日)をお祝いしました 

三明みこし会の皆さんと 

住職が開会の挨拶 


